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今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に
分
類
さ
れ
た
こ
と
か
ら
完
全
集
合
形
式
で
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
な
い
で
の
開
催
は
、
な
ん
と
４
年
ぶ
り

と
な
り
ま
す
。 

大
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
各
議
題
に
つ
い
て
、
全
国
の
各
地
区
本
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
代

議
員
27
名
に
よ
り
、
真
摯
な
討
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

活
動
経
過
報
告
で
は
、
齋
藤
書
記
長
及
び
村
岡
書
記
次
長
か
ら
１
年
間
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
第
63
期
の
重
点
的
取
り
組
み
を
中
心
に
報
告
が
な
さ
れ
、
第
64
期
運
動
方
針(

案)

で

は
、
倉
本
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
組
合
員
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
組
合
活
動
を
や
っ
て

い
く
こ
と
を
基
本
に
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

提
案
に
対
す
る
質
疑
応
答
・
審
議
に
お
い
て
は
、
代
議
員
の
方
か
ら
活
発
な
意
見
・
質
問

が
飛
び
交
い
、
熱
の
こ
も
っ
た
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

全
会
一
致
で
第
64
期
運
動
方
針
が
承
認
さ
れ
た
後
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
永
山
新
中

央
執
行
委
員
長
を
中
心
と
し
た
第
64
期
役
員
が
信
任
さ
れ
ま
し
た
。 

大
会
の
締
め
括
り
に
、「
税
関
職
員
の
処
遇
改
善
、
定
員
確
保
を
勝
ち
と
る
決
議
」「
公
正

日
本
税
関
労
働
組
合
は
、
令
和
５
年
９
月
16
日
（
土
）、
第
64
回
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
大
会
の
模
様
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。 

で
民
主
的
な
公
務
員
制
度
の
確
立
を
求

め
る
決
議
」
及
び
「
大
会
宣
言
」
が
採
択

さ
れ
「
健
康
で
明
る
く
働
き
が
い
の
あ
る

職
場
」、「
ゆ
と
り
・
豊
か
さ
が
実
感
で
き

る
生
活
」
を
実
現
す
べ
く
、
組
織
の
総
力

を
結
集
し
、
組
織
率
の
向
上
、
人
材
の
育

成
を
進
め
、
断
固
闘
い
抜
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。 

最
後
に
永
山
新
中
央
執
行
委
員
長
の

力
強
い
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
、
大
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

大
会
当
日
、
私
た
ち
税
関
労
組
の
た
め
に
、
激
励
に
か

け
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓
を
紹
介
し
ま
す
。 

大
変
お
忙
し
い
中
、
暖
か
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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倉本中央執行委員長あいさつ 

私たち税関労組は、昭和 40 年９月 19 日に税関労連として結成して以来 50 年を超え活動を継続しており、昨年９月
17 日に開催されました第 63 回定期大会において、第 63 期の執行体制をスタートさせています。わたしを筆頭に総勢
19 名の中央執行委員が中心となり、全国に結集する組合員の生活の安定と安心を確保し、国民から負託された税関の
社会的使命を全うすべく、日夜懸命に職務に精励することができるよう、諸要求実現に向けて、運動を展開してまい
りました。 
 
人事院勧告について、本年は、月例給を 0.96％、3,861 円、一時金を 0.1 ヶ月分引上げとする人事院勧告がなされ

ました。私たち公務員の給与は民間給与水準に合せることが基本となりますので、この月例給・一時金ともに２年連
続の引上げ勧告となったことは、税関労組も上部団体とともに、民間春闘の取組みに参加してきた成果であると言え
ます。しかしながら、月例給については、「全職員の月例給引き上げ」を求めてきた我々の要求を実現することは出来
たものの、中高年層に対する改定率については課題が残るものとなりました。 
また、今回の人事院勧告では、人事院勧告に合わせて出された「公務員人事管理に関する報告」の中で、我々労組

が長年要求をしてきた夏季休暇の取得可能期間の拡大が実現いたしました。内容としては、取得可能期間を６～１０
月と前後１月の期間を拡大し、休暇を使用することが可能となるものです。しかしながら、対象が業務の都合により
７～９月に取得することが困難な職員と限定されていることから、対象となる職場が拡大されるよう、引続き当局に
求めていきます。 
いずれにしても、税関労組としては、自律的労使関係が構築されていない現状、人勧尊重の立場から、勧告どおり

早期実施を求めていくこととなりますが、昨年の人事院勧告のように年度を超えた法改正とならないよう、決して楽
観視することなく、上部団体に集結し、人事院勧告の早期実施に向け、しっかり取り組みを行っていく必要がありま
す。 
 
次に、定員についてです。越境電子商取引の拡大に伴い輸入貨物が急増しており、また、昨年１０月の水際措置の

緩和以降、入国旅客も急回復してきております。地方空港における定期便やクルーズ船も順次再開してきており、我々
を取り巻く環境変化はダイナミックに変わってきていますが、これらに的確に対応するとともに使命を果たすために
はまだまだ人員が足りないといった声が聞こえてきております。 
 
テロ対策等の水際取締の強化や経済安全保障に関する体制強化等のため、税関の令和５度末定員は、前年に引き続

き１０４人の純増により、１０，１７８人となりました。本来、国家公務員は、定員合理化計画により「令和２年度
から５年間で約１０％を削減」を目標に掲げて厳しい査定が行われている中、税関が１００人余りの純増を勝ち取れ
ているのは、骨太の方針等でＣＩＱの体制整備が盛り込まれていることも要因のひとつではありますが、多くの国会
議員の先生方に税関の必要性をご理解いただいき、連年の衆参の財務・財政金融委員会における「関税改正」の審議
に際して、「税関職員の定員と予算の確保、処遇の改善等に特段の努力をはらうこと」を旨とする附帯決議の獲得にご
尽力いただている結果でもありますし、組合員皆さんの真摯な仕事への取組みに対する、正に、国民全体からの評価
であると思っています。 
 
本年８月３０日には、税関の令和６年度定員要求が示され、「越境電子商取引の拡大に伴う輸入貨物の急増への対

応」「テロ対策等の水際取締の強化」等として、383 人の増員、合理化計画により 192 人削減として、差し引き純増 191
人が要求されています。 
金地金の密輸入は、罰則強化以降、減少傾向にありましたが、入国旅客の規制緩和以降、摘発が増加してきていま

す。また、不正薬物の押収量は７年連続で１トンを超えており、覚せい剤、大麻を始めとした不正薬物の密輸が後を
絶たない状況にあります。今後、2025 年に開催予定の大阪・関西万博の開催等に向け、今となっては税関の最重点課
題になったテロ対策のための取締りについても、一段と強化が図られるものと思います。税関の現場では、国民の安
全・安心を確保しつつ、適正かつ迅速な通関、検査を行うべく、効果的・効率的な取締りを行うべく創意工夫を凝ら
して対応していますが、やはり必要なマンパワーの確保は不可欠です。必要なマンパワーの確保は不可欠です。 
引き続き、国民の代表者たる国会議員の方々に、税関の必要性、重要性を理解していただき、必要な税関の定員・

（要旨） 

大会スローガン

＜メインスローガン＞ 
 組織の総力を結集し 
 健康で明るく働きがいのある職場 
 ゆとり・豊かさが実感できる生活をかちとろう！ 
＜サブスローガン＞ 
・税関職員の処遇向上をかちとろう！ 
・組織の充実・強化をはかろう！ 
・業務量に見合った定員をかちとろう！ 
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予算を確保するという私たちの要求を実現するための取り組みを進めていきます。 
 
また、私たちの処遇にも直結する級別定数については、税関特有のいわゆる採用の山が大きな課題となっています。

組合員の皆さんの処遇が停滞しないよう、級別定数の確保にも取組んでいかなければなりません。 
この他にも、昨年１１月に打ち出された「スマート税関の実現に向けたアクションプラン２０２２」における世界

最先端の税関を目指した様々な取り組み、テレワーク、勤務間インターバルや超過勤務の上限規制等の働き方改革、
ワークライフバランスの推進にかかる問題、本年４月から実施されている定年の段階的な引上げ等、様々な課題が山
積しています。我々の要求を実現させるためにも、「健康で明るく働きがいのある職場」「ゆとり・豊かさが実感でき
る生活」の実現を目標として高く掲げ、組合員の処遇や職場環境を一歩でも改善していかなければなりません。引き
続き、中央執行委員、各地区本部役員一同、一丸となって活動していきます。ぜひとも組合員の皆さんのご理解とご
協力をよろしくお願いいたします。 
最後に、皆様におかれましても、真摯な討議がされ、向こう１年間、自信と確信をもって、運動を展開していける

よう、お願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。共にがんばりましょう。 

第 64 回定期大会の開催にあたり、多くの国会議員及び上部団体・友誼団体から激励と連帯のメッセージが
寄せられました。 
日頃より、税関労組の活動に対して、ご理解とご協力をいただいている方々です。ここに御芳名を紹介し、

感謝申し上げます。ありがとうございました。 

【自由民主党】麻生 太郎、石田 昌宏、井林 辰憲、英利 アルフィヤ、大家 敏志、尾崎 正直 、 

金田 勝年、神田 憲次、高村 正大、國場 幸之助、山東 昭子、白坂 亜紀、田中 和德、田畑 裕明、

中西 健治、長谷川 岳、本田 太郎、丸川 珠代、御法川 信英、宮下 一郎、村井 英樹、鷲尾 英一郎 

【立憲民主党】逢坂 誠二、小沢 雅仁、海江田 万里、城井 崇、古賀 之士、柴 愼一、末松 義規、 

原口 一博 

牧山 ひろえ 

【公明党】石井 啓一、伊佐 進一、伊藤 渉、斉藤 鉄夫、西田 実仁 

【国民民主党】大塚 耕平、玉木 雄一郎、古川 元久、前原 誠司 

【上部団体及び友諠団体】日本労働組合総連合会、国際公務労連加盟組合日本協議会、公務・公共サービス労

働組合協議会、全日本自治団体労働組合、全日本水道労働組合、日本教職員組合、日本高等学校教職員組合、

全国林野関連労働組合、日本郵政グループ労働組合、国公関連労働組合連合会、全農林労働組合、国土交通省

職員組合、政府関係法人労働組合連合、全駐留軍労働組合、沖縄国家公務員労働組合、全開発労働組合、国会

職員組合連合会、全大蔵労働組合連絡協議会、国税労働組合総連合、全財務労働組合、酒類総合研究所労働組

合、全印刷局労働組合、全造幣労働組合、全日本たばこ産業労働組合、全国労働者共済生活協同組合連合会、

中央労働金庫 霞が関支店、共立速記印刷株式会社 

 
第 6４回定期大会に寄せられた激励のメッセージ 

【社民党】福島 みずほ 
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中
央
執
行
委
員
長 

倉 

本 

和 

邦
（
神 

戸
） 

副
中
央
執
行
委
員
長 

浅 

野 

浩 

一
（
東 

京
） 

書

記

次

長 

村 

岡 

和 

弥
（
門 

司
） 

中

央

執

行

委

員 

内 

木 

太 

一
（
東 

京
） 

〝 
 
 
 
 

佐 

藤 

裕 

一
（
横 

浜
） 

〝 
 
 
 
 

浦 

中 
 
 

篤
（
門 

司
） 

〝 
 
 
 
 

新 

里 
 
 

薫
（
沖 

縄
） 

中
央
執
行
委
員
長 

永 

山 

幸 

司
（
大 

阪
） 

副
中
央
執
行
委
員
長 

原 

川 

佳 

也
（
名
古
屋
） 

〝 
 
 
 
 

仲 

野 

裕 

幸
（
神 

戸
） 

書

記

長 

齋 

藤 

雅 

記
（
横 

浜
） 

書

記

次

長 
渡 

辺 
 
 

航
（
長 

崎
） 

中

央

執

行

委

員 

北 
出 

淳 

一
（
函 

館
） 

〝 
 
 
 
 

北 
條 
貴 

子
（
東 

京
） 

〝 
 
 
 
 

小 

林 
佑
太
朗
（
東 

京
） 

〝 
 
 
 
 

小 

坪 

佑 
輔
（
横 

浜
） 

〝 
 
 
 
 

脇 

中 

啓 

之
（
大 

阪
） 

〝 
 
 
 
 

福 

田 

和 

政
（
大 
阪
） 

〝 
 
 
 
 

藤 

岡 

鉄 

平
（
門 

司
） 

〝 
 
 
 
 

福 

本 

一 

也
（
長 

崎
） 

〝 
 
 
 
 

蔦 

本 

洋 

恵
（
長 

崎
） 

〝 
 
 
 
 

片 

桐 

哲 

也
（
沖 

縄
） 

会

計

監

査 

内 

海 
 
 

哲
（
東 

京
） 

〝 
 
 
 
 

前 

田 

義 

徳
（
横 

浜
） 

第
64

 

１年間 

よろしくお願い

します！！ 

定期大会の様子 

永山新委員長からの挨拶 新役員の団結ガンバローの様子 
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青
年

委
員

長 

小 

林 

佑
太
朗
（
東 

京
） 

副
青
年
委
員
長 

島 

中 
 
 

翔
（
名
古
屋
） 

〝 
 
 

市 

口 
 
 

知
（
大 

阪
） 

書

記

長 

佐 

藤 

大 

悟
（
函 

館
） 

執

行

委

員 

松 

本 

琉 

寿
（
横 

浜
） 

〝 
 
 

三 

浦 

翔 

大
（
門 

司
） 

〝 
 
 

濱 

田 

盛 

道
（
長 

崎
） 

〝 
 
 

大 

城 

怜 

太
（
沖 

縄
） 

副
青
年
委
員
長 

呉 

屋 

尭 

歩
（
沖 

縄
） 

書

記

長 

嶋 

村 

剄 

汰
（
長 

崎
） 

執

行

委

員 

正 

垣 
 
 

崚
（
大 

阪
） 

〝 
 
 

西 

原 

夕 

夏
（
神 

戸
） 

〝 
 
 

古 

川 
 
 

遼
（
門 

司
） 

 

総会後の集合写真 

議長を務めていただいた寺田代表（長崎、写

真左）、玉城代表（沖縄、写真右） 

第
64
期
新
役
員
紹
介
（
青
年
）

新旧役員挨拶で抱負を語る 

小林青年委員長（東京） 

日
本
税
関
労
働
組
合
青
年
委
員
会
は
、
令
和

５
年
９
月
16
日
（
土
）、
集
合
形
式
で
第
16
回

青
年
委
員
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
集
合
の

み
に
よ
る
開
催
は
４
年
ぶ
り
と
な
り
会
場
に

は
多
く
の
代
表
者
が
集
合
し
ま
し
た
。 

本
総
会
に
は
、
全
国
か
ら
総
会
代
表
者
16

名
が
集
ま
り
、
活
動
経
過
報
告
、
活
動
計
画
案

に
対
し
て
、
真
摯
な
討
議
が
行
わ
れ
、
満
場
一

致
で
第
64
期
活
動
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 青

年
層
組
合
員
の
声
を
力
と
し
て
、
青
年
委

員
会
の
総
力
を
挙
げ
て
活
動
を
繰
り
広
げ
て

い
き
ま
す
！ 

第 16 回青年委員会総会スローガン 

Ｃｏｍｂｉｎｅ Ｏｕｒ Ｙｏｕｔｈ～若さをひとつに～ 

第
16

今期も引き続きよろしく

お願いします！！ 
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令
和
５
年
９
月
19
日
（
火
）、
税
関
労
組
は
定

期
大
会
で
採
択
さ
れ
た 

「
大
会
宣
言
」 

「
税
関
職
員
の
処
遇
改
善
、
定
員
確
保
を
勝
ち

と
る
決
議
」 

「
公
正
で
民
主
的
な
公
務
員
制
度
の
確
立
を

求
め
る
決
議
」 

及
び
、
青
年
委
員
会
総
会
で
採
択
さ
れ
た 

「
総
会
宣
言
」 

を
、「
要
望
書
」
と
し
て
関
税
局
長
に
提
出
す
る

と
と
も
に
、
職
員
の
処
遇
改
善
、
定
員
確
保
に
よ

り
、
健
康
で
明
る
く
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
、
ゆ

と
り
・
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
生
活
が
実
現
さ

れ
る
よ
う
、
最
大
限
の
努
力
を
要
望
し
ま
し
た
。 

≪自己紹介≫ 

こんにちは。「はこ Bee」（はこべぇ）です。 

花粉を運び作物に花や果実をもたらす、ミツバチです。 

組合員の声を運んで、みなさんの要求が実を結ぶようお

手伝いをします。 

胴体のＪ、左目のＣ、右目のＵでＪＣＵなんだよ！ 

左：齋藤書記長  右：南里考査管理室長 

左：渡辺書記次長 
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皆さんは、組合員が受けられる福利厚生サービスをご存知ですか？ 
組合に加入している方は、保険やレンタカー、宿泊優待などなど様々な福利厚生が受けられます。 
下写真は、組合資料から抜粋した福利厚生の紹介記事です。 
気になるサービスがあれば是非利用してみてください。 
サービスによっては、キャンペーン等も実施されますので、今後の教宣紙でご案内していきます。 
詳しい「申込方法」、「注意事項」は、税関労組HPの福利厚生のページに掲載しておりますので御確認

ください。 
 福利厚生ページの閲覧には、会員登録が必要です。 
 会員登録がお済でない方は、トップ画面右下の「日本税関労働組合 Web サイト会員登録お申し込み
フォーム」から申請が可能です。 

福利厚生サービスを是非ご活用ください！！ 

私も早速コナカでスーツ一式を購入しました！ 

店舗で実施していた期間限定セールと併用して、10％OFF にもなり、引越等で懐が寂しくなって

いた私からすれば大変ありがたかったです。                        書記次長 渡辺 
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 第 1 2 号 書 記 次 長 の つ ぶ や き 

皆様初めまして。今期から中央書記次長を務めることになった長崎地本出身の渡辺と申します。まだまだ経験の

少ない私ですが、選任された以上は、しっかりと役目を果してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

・・・と意気込んでみましたが、早速壁にぶつかりました。前任の方が始めたこの「書記次長のつぶやき」。人様に

誇れるような趣味のない私には、ネタが無い・・・。 

そんな時にタイミングよく貴重な経験をさせていただいたので、それをつぶやいていきたいと思います（このネ

タで３号分くらい稼ぎたい・・・）。 

わたくしなんと着任早々にスイスへ海外出張をさせていただきました。 

皆様にお伝えしたいことがたくさんあるのですが、まずはスイスに何をしに行ったのかをご説明します。 

 

スイスに出向いた目的とは、日本代表として PSI世界大会へ参加するためです！ 

PSI 世界大会って？と思った方が多数だと思います。この大会は、PSI（略称：国際公務労連）と呼ばれる世界

154 ヵ国、700 の労働組合が加盟する組織が主催する大会で、約 1200 人が一堂に会し人権や労働組合権等に

関する様々な議案について話し合い、決議を行うものです。 

そんな大規模な大会に、日の丸を背負い、代表として参加してまいりました。 

初めての海外、不安以上に期待で胸をいっぱいにして出発当日を迎えました。 

渡航期間は、10/10～10/20の 11日間（世界大会開催期間は 10/14～10/18）と長期間ではありましたが、

自宅にペットも待ち人もいない私にとっては、何も心配はありません。 

万全の態勢で臨んだと思われた初日、経由地であるロンドン行きの航空機内で異変が生じました。 

出発して１時間程経過したところで激しい頭痛。ロキソニンを預け荷物に入れたことを人生で 5 番目くらいに後

悔しました。 

この時の私は、「気圧のせいだろう」と安易に考え、寝れば治ると隣でワイルドスピードを見る代表団の方を横目

に長い眠りにつきました（あまりおいしくない機内食を食べる以外は、全て寝てました）。 

約 14 時間かけてロンドンに到着し、スイス行きの便に乗り換え後も寝て過ごし、現地時間午後９時頃にジュネー

ブに到着しました（なお、日本との時差は約７時間）。その日は、インスタントの味噌汁とロキソニンを飲み眠りにつ

きました。 

翌日、お察しの方もいると思いますが、38℃の発熱。予定されていたワイン産地で有名なラヴォー地区の観光に

参加出来ず、ホテルで一人「ジュネーブ駅スゴイ」と写真を撮り、涙を堪えながら眠りにつきました。 

ちなみに、熱は世界大会が開催される 10/14 まで下がらず、自由行動が許される大会開催までの 3 日間を部

屋で過ごしました。 

大人になっても遠足熱はあるのだと痛感させられた 3日間でした。 

 

以上、第１弾「スイス突入編」でした。次回も引き続きスイス編を書いていきますので、お楽しみに。 

泣きながら撮影した

ジュネーブ駅 

自分で作った悲しい

ラヴォー観光写真 


